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1. 目的 

 
近年、吉野川のレキ河原においてシナダレスズメガヤの急激な繁茂が確認されている。ここでは、

洪水による自然営力、侵入・定着のしやすさ等を踏まえ、今後の対策の実現化に向けた検討を行う

ことを目的とする。以下に本検討のフローを示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 検討フロー 

 
＜平成 16年洪水の外力の検討＞ 

○計算手法 

・平面二次次元解析 

○対象洪水 

・H16.8.31洪水 

○洪水外力の推定 

○成熟株を消失させる掃流力(τ*1)の推定 

<レキ河原上での掃流力マップ作成> 

○計算手法 

・準二次元不等流計算 

○対象洪水（流量規模） 

・年最大流量規模 

・H16年 8月 1日洪水規模 

○レキ河原上での洪水外力の推定 

○レキ河原上での掃流力マップの作成 

・τ*0：実生を消失させる掃流力 

・τ*1：成熟株を消失させる掃流力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<レキ河原の維持管理基準設定> 

○継続的にレキ河原が維持される水準 

→ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの侵入を阻止するレベル 

（年１回程度の洪水による攪乱が必要） 

○洪水でレキ河原が再生する水準 

→ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの侵入をある程度許容するが、数

年に 1回の洪水で消失させるレベル 

<ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの分布状況の整理> 

・平成 12,15年の植生図 

<ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの侵入可能性の分析> 

○分析するための指標 

・植生データ 

・比高（地盤高） 

・地形勾配 

・現存するｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ群落からの距離 等 

<侵入可能性マップの作成> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<吉野川における環境の目指すべき方向性 

（望ましい姿）>

・コアジサシ等の鳥類の繁殖地や河原植物の生育地

となるレキ河原環境の保全・再生 

<定着可能性が高い場所> 

<ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ対策実施の優先度の検討> 

○検討するための指標 

・ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ分布規模 

・レキ河原として保全すべき重要性 

（吉野川を特徴づける動植物の利用状況）

<ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ対策手法の検討> 

○対策案の比較検討の視点 

・実効性、効果持続性 

・対策実施による河川環境への新たな影響 

・経済性 ・維持管理の容易性  等 

○個別箇所における対策手法の検討 

<ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ対策実施方針（案）の作成> 

対策実施の実現性

はあるか？ 

＜洪水による自然営力で定着しにくい場の検討＞ ＜吉野川における環境の目指すべき方向性＞ ＜ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの侵入可能性の分析＞ 

＜ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ定着可能性が高い場所の抽出＞ 

吉野川全体の樹木管理 

の考え方との整合性 

No 

Yes 

＜ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ対策手法の検討＞ 

マップの重ね合わせ 

本調査結果の範囲
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＜レキ河原の維持管理基準設定＞ 

継続的にレキ河原が維持される水準（シナダレスズメガヤの侵入を阻止するレベル）および

洪水でレキ河原が再生する水準（シナダレスズメガヤの侵入をある程度許容するが、数年に 1

回の洪水で消失させるレベル）の維持管理基準を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1-2 レキ河原上での区分の考え方 




